
14

駅
前
再
開
発
事
業
・
災
害
時
た
す
け
あ
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
幼
保
一
元
化

平
成
21
年
1
月
19
日
か
ら
21
日
に
お
い

て
、
京
都
府
長
岡
京
市
・
宮
津
市
及
び
綾

部
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

長
岡
京
市
で
は
、
平
成
4
年
の
準
備
組

合
設
立
に
よ
り
始
ま
っ
た
「
長
岡
京
駅
西

口
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」
は
、
平
成

18
年
施
工
と
な
り
ま
し
た
。
駅
前
広
場
や

周
辺
道
路
が
未
整
備
だ
っ
た
事
、
低
層
木

造
住
宅
や
店
舗
等
が
散
在
し
て
い
た
為
で
、

現
在
は
広
場
公
園
・
公
共
公
益
棟
・
商
業

棟
・
住
宅
棟
が
建
ち
並
び
、
道
路
整
備
も

含
め
市
民
の
利
便
性
を
高
め
て
い
ま
す
。

宮
津
市
で
は
、
平
成
16
年
に
大
型
台
風

に
よ
る
被
害
を
受
け
た
経
験
か
ら
「
地
域

た
す
け
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
整
備
し

ま
し
た
。
高
齢
者
や
要
支
援
救
護
者
の
登

録
を
積
極
的
に
進
め
る
に
あ
た
り
、
自
治

会
や
民
生
委
員
等
の
役
割
分
担
シ
ス
テ
ム

が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

綾
部
市
で
は
、
少
子
化
の
影
響
で
幼
稚

園
・
保
育
園
の
定
員
割
れ
が
生
じ
た
事
に

対
応
す
る
為
、
平
成
12
年
の
幼
児
園
構
想

か
ら
協
議
を
重
ね
、
幼
保
一
元
化
施
設
が

平
成
16
年
に
誕
生
し
ま
し
た
。
両
者
の
メ

リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
か
す
工
夫
が
随
所

に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
一
緒
に
「
り
っ
か
り
っ
か
体
操
」

〜
沖
縄
県
名
護
市
〜

沖
縄
県
は
長
寿
県
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
す
が
、
高
齢
の
方
々
は
長
寿
で
あ

る
も
の
の
、
特
に
40
代
か
ら
60
代
に
か
け

て
肥
満
率
が
高
く
、
本
土
の
2
倍
と
言
わ

れ
て
お
り
、
メ
タ
ボ
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
「
誰
も
が
・
ど
こ

で
も
･
簡
単
に
」
健
康
の
保
持
増
進
で
き
、

「
個
々
に
合
っ
た
健
康
づ
く
り
」
を
図
る

た
め
に
栄
養
指
導
・
運
動
指
導
・
か
か
り

つ
け
医
の
促
進
・
国
民
健
康
保
険
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
等
、
市
民
の
健
康
管
理
に
役

立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
運
動
指
導
に
お
い
て
は
、「
り
っ

か
り
っ
か
体
操
」
を
作
り
、
積
極
的
に
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
、

昼
休
み
中
の
15
分
間
を
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
体
操
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も
取
り

入
れ
実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

鴻
巣
市
も
国
保
財
政
が
大
変
厳
し
い
折
、

健
康
指
導
、
メ
タ
ボ
対
策
を
講
じ
る
こ
と

で
医
療
費
削
減
に
つ
な
げ
、
国
保
会
計
の

支
出
を
減
ら
す
こ
と
を
重
要
施
策
と
す
る

べ
き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ほ
か
に
沖
縄
市
「
工
芸
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
那
覇
市
「
那

覇
市
地
球
環
境
保
全
行
動
計
画
」
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

―
地
域
の
産
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―

「
金
目
鯛
」「
雛
の
つ
る
し
飾
り
」

2
月
6
日
に
静
岡
県
東
伊
豆
町
の
産
業

振
興
事
業
を
視
察
し
ま
し
た
。
温
暖
な
稲

取
温
泉
で
元
気
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
践

を
学
び
ま
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
「
金
目
鯛
」
で
す
。
近

海
で
獲
れ
、
次
の
日
の
食
卓
に
上
る
の
で

鮮
度
抜
群
。
一
人
平
均
年
収
4
0
0
万
円
。

さ
ら
に
ニ
ジ
マ
ス
・
ア
ナ
ゴ
・
鮎
・
鰻
な

ど
の
養
殖
で
採
算
の
合
う
第
一
次
産
業
が

街
を
活
性
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

良
質
な
温
泉
と
河
津
桜
の
鮮
や
か
な
ピ

ン
ク
、
う
ち
か
え
す
太
平
洋
の
波
が
、
一

層
旅
情
を
豊
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
雛
の
つ
る
し
飾
り
発
祥
の
地
」

と
し
て
、
文
化
公
園
「
雛
の
館
」
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
て
観
光
の
目
玉
と

し
て
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

行
政
視
察
研
修�

行政視察研修�

行
政
視
察
研
修�

行

政

視

察

研

修

�

行
政
視
察
報
告

行
政
視
察
報
告�
行
政
視
察
報
告�
行
政
視
察
報
告�

行
政
視
察
報
告�

綾部市「中筋幼児園」にて

名護市役所にて
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観
光
協
会
・
旅
館
組
合
も
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
、
今
人
気
の
永
井
裕
子
さ
ん
の
Ｃ
Ｄ

も
出
し
て
大
宣
伝
し
て
い
ま
す
。

街
な
か
に
、
つ
る
し
雛
が
春
の
風
に
揺

れ
、
観
光
客
・
河
津
桜
・
金
目
鯛
な
ど
の

新
鮮
な
魚
、
お
い
し
い
柑
橘

か
ん
き
つ

類
な
ど
、
条

件
を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
の
街
お
こ
し

の
実
践
が
、
産
業
振
興
に
結
び
付
く
こ
と

を
実
感
し
ま
し
た
。

当
市
に
お
い
て
の
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」

に
つ
い
て
も
交
流
を
し
ま
し
た
。

施
設
整
備
だ
け
で
は
成
功
し
ま
せ
ん
。

商
店
が
元
気
に
な
る
よ
う
な
、
少
し
ず
つ

の
条
件
整
備
が
成
功
し
て
こ
そ
、
活
気
の

あ
る
街
づ
く
り
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
上
で
、
大
変

参
考
に
な
る
視
察
で
し
た
。

そ
の
他
、
2
月
5
日
に
御
殿
場
市
の
交

流
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

総
合
地
方
卸
売
市
場
・
東
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
・
奴
国

な
こ
く

の
丘
歴
史
資
料
館
を
視
察

平
成
21
年
1
月
26
日
〜
28
日
、
長
崎
県

大
村
市
・
佐
世
保
市
・
福
岡
県
春
日
市
を

視
察
し
ま
し
た
。

大
村
市
総
合
地
方
卸
売
市
場
は
、
第
三

セ
ク
タ
ー
市
場
と
し
て
平
成
7
年
4
月
に

開
場
さ
れ
、
青
果
と
花
き
を
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
が
、
近
年
は
周
辺
に
多
く
出
来
た

農
産
物
直
売
所
で
消
費
者
は
花
を
青
果
物

と
一
緒
に
購
入
す
る
傾
向
が
あ
り
、
市
場

で
の
一
般
向
け
花
き
は
少
な
く
、
冠
婚
葬

祭
用
の
切
り
花
が
多
い
と
の
事
で
し
た
。

佐
世
保
市
で
は
、
ご
み
・
し
尿
施
設
の

「
東
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
。
こ

の
施
設
は
、
平
成
13
年
1
月
に
竣
工
。
処

理
対
象
は
佐
世
保
市
全
域
、
約
25
万
5
千

人
。
1
日
1
0
0
ト
ン
処
理
可
能
な
炉
が

2
炉
あ
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
ご
み
収
集
車
の
計
量
か
ら
灰

搬
出
ま
で
ほ
と
ん
ど
の
操
作
を
自
動
化
し
、

機
器
の
運
転
状
況
の
中
央
監
視
を
含
め
、

必
要
最
小
限
の
人
員
で
運
営
管
理
で
き
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
ボ
イ
ラ
ー
で
回
収
し
て
発
電
を

行
い
、
施
設
で
必
要
な
電
力
を
全
て
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

春
日
市
は
、
弥
生
時
代
に
文
化
の
先
進

地
と
し
て
栄
え
、
数
多
く
の
遺
跡
が
存
在

し
て
お
り
、
そ
の
中
の
一
つ
が
国
指
定
史

跡
で
あ
る
須す

玖ぐ

岡お
か

本も
と

遺
跡
で
す
。
近
年
の

宅
地
開
発
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
等
に
よ
り
収
蔵
資
料
が
増
加
、
既
存
の

保
管
施
設
で
は
収
蔵
し
き
れ
な
く
な
り
、

遺
跡
の
保
存
整
備
を
含
め
丘
陵
地
一
体
を

「
奴
国
の
丘
歴
史
公
園
」
と
し
て
整
備
し
、

民
俗
資
料
及
び
埋
蔵
文
化
財
資
料
の
拠
点

施
設
と
し
て
建
設
さ
れ
た
の
が
「
春
日
市

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
」
で
す
。

「
新
学
習
指
導
要
領
の
対
応
に
つ
い
て
」

問
　
新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
学
校
教
育

の
新
た
な
展
開
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
特
色
あ
る
学
校
教
育
は
ど
う
変
わ

る
か
。

答
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
人
づ
く
り
」、

教
育
は
最
大
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

今
回
の
改
定
に
あ
た
り
、
学
力
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
、
授
業
日
数
が
一
時
間
増
え

る
と
と
も
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
の
移
行

に
向
け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
改

定
は
「
生
き
る
力
」
と
い
う
部
分
で
は
同

じ
で
あ
り
、「
ゆ
と
り
教
育
」
か
「
詰
め
込

み
教
育
」
か
と
い
う
二
者
択
一
で
な
く
、

基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・
技
能
の
確
実

な
定
着
と
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
力
の
育
成

を
車
の
両
輪
と
し
て
伸
ば
し
て
い
く
こ
と

と
捉
え
て
い
ま
す
。
鴻
巣
市
の
学
力
は
全

国
と
埼
玉
県
の
平
均
点
を
上
回
っ
て
お
り
、

多
少
の
課
題
は
あ
る
が
概
ね
大
変
良
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
の
鴻
巣
教
育
の

大
き
な
蓄
積
の
賜
物
と
考
え
ま
す
。
市
教

育
委
員
会
は
改
定
の
趣
旨
を
積
極
的
に
受

け
止
め
「
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

「
道
徳
教
育
の
充
実
」「
あ
い
さ
つ
と
返
事

の
で
き
る
子
の
育
成
」
に
努
め
、
事
務
局

や
各
学
校
に
指
導
し
て
い
き
た
い
で
す
。

東伊豆町にて

問答

教
育
委
員
長
に
対
す
る
質
問

教
育
委
員
長
に
対
す
る
質
問

春日市奴国の丘歴史資料館にて
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